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追手門学院大学テニュア・トラック制度は、本学が求める教育・研究・マネジメント・社会連携全般のバランスの

取れた大学教員を「育成」するためのものである。

体系的な研修プログラムの実施による能力開発や、財政的支援（研修プログラムへの参加に係る旅費負担等）

を全学的に行うことで、教育者・研究者としての経験を積みながら、本学におけるテニュア職（雇用期間を付さず

に雇用する身分）への移行を支援する、「育成」制度である。

対象者は、准教授、講師及び助教の職位で採用される専任教員（任用期限付専任教員は除く）とする。

Ⅰ．追手門学院大学テニュア・トラック制度について

総合力の高い「テニュア教員」へ

【追大型テニュア・トラック制度】

教育能力
研究能力

マネジメント能力
社会連携能力

「追大型テニュア教員育成プログラム」
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1．概要

対 象 者 ：2016年4月1日以降採用の准教授、講師及び助教の職位で採用される専任教員

（任用期限付専任教員は除く）

期 間 ：テニュア・トラック期間（原則3年、更新する場合の任期は1年とし、通算して5年を

超えないものとする）

賃 金 ：年俸制、退職金なし（テニュア教員移行後も同様）

評 価 ：評価は、１年に1回とし、評価結果により賃金を改定することができる。評価方法に

ついては、別に定める。

資格審査：テニュア・トラックプログラム受講後、契約2年目から4年が経過するまでの期間に、

テニュア取得に係る審査が行われ、取得の可否が決定される。資格審査方法に

ついては、別に定める。

そ の 他 ：教育開発センターによる能力開発プログラムの受講を義務付ける

２．テニュア職移行の流れについて

注） 以下は、一般的な流れの一例

Ⅱ．追手門学院大学テニュア・トラック制度の概要

教育、研究、マネジメント、地域連携の
能力開発プログラムの提供

テニュア職への審査
（プログラム受講後、2～4年目に業績等の
評価を踏まえ審査する）

※テニュア・トラック教員は、テニュア・トラック期間の最初の3年間で、合計85時間の能力開発プログラムを
受講しなければならない。

※前任校等において、同様のプログラムを受講し、受講の証明する書類及び当該プログラム内容が認定され
た場合、本学における同様のプログラムのみ、受講を免除することができる。

※テニュア教員への移行時期は、プログラム修了時期及び前任校等における経験から、異なる場合がある。

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 以降

テニュア・トラック教員
(准教授、講師、助教）

テニュア教員

「テニュア職移行の流れ」
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①教育職員審査委員会にて、採用に関する業績審査を行う。

②全学教育職員人事委員会で、①の審査結果に基づき、テニュア・トラック教員の採用が決定

される。

③テニュア・トラックプログラム受講後、契約2年目から4年が経過するまでの期間に、教育職員

審査委員会にて、テニュア取得に係る審査を行う。

④全学教育職員人事委員会で、③の審査結果に基づき、テニュア教員（雇用期間を付さずに

雇用する身分）としての採用可否が決定される。

・ 全学教育職員人事委員会で、テニュア教員としての職位を検討する。

⑤ 採用可否

・ 採用の場合 ：テニュア教員へ

・ 不採用の場合 ：契約期間満了による退職 （契約が更新された場合の任期は1年とし、当初

の契約日から通算して5年を超えないものとする。）

３．追手門学院大学テニュア・トラック制度実施体制ついて

【全学教育職員人事委員会】 【教育職員審査委員会】

教育開発センター
（教育・研究、マネジメント、
地域連携の能力開発プログ
ラムの実施、その他支援）

テニュア・トラック教員

②
採
用
決
定 ①採用に関する業績審査

③テニュア付与の可否に係る審査

⑤テニュア教員

④
テ
ニ
ュ
ア
付
与
の
可
否

「テニュア・トラック制度実施体制」
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４．追手門学院大学テニュア・トラックプログラムについて

「テニュア・トラック プログラム一覧」

5

区分
選択
区分

プログラム名

受講時間 受講推奨年

担当部署（案） 備考
必修 選択必修 総時間数 １年目 ２年目 ３年目

全体

必修

新任教員研修 4 4 ◎ × × 学長室

テニュア・トラックオリエンテーション 1 1 ◎ × ×
学長室
教育開発センター

全学FDセミナー 12 12 ◎ ◎ ◎ 教育開発センター 毎年１回開催（１回４時間×３年間）

17 0 17

教育

必修

学生理解 2 2 〇 △ △ 教育開発センター

授業デザインワークショップ 14 14 ○ △ △ 教育開発センター ２日間で14時間

ピア・レビュー方式による授業参観 12 12 ○ ○ ○ 教育開発センター ３人１組で授業の実施・参観・振り返り

授業コンサルテーション 4 4 ○ ○ ○ 教育開発センター

メンターによる授業参観 4 4 ○ ○ ○ 教育開発センター メンター教員は学部・機構の執行部

ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ 14 14 ○ ○ ○ 教育開発センター ２日間で14時間

アクティブ・ラーニングを活用した授業マネジメント 2 2 ○ ○ ○ 教育開発センター

選択
必修 FDスキルアップセミナー 6 6 ○ ○ ○ 教育開発センター

夏期に集中して複数のセミナーを開講
２時間（120分）×３セミナーを受講

52 6 58

研究
必修

科研費説明会・研究倫理研修会 2 2 ○ ○ ○ 学長室

アカデミック・プレゼンテーション
（パワーポイントの活用方法）

2 2 ○ ○ ○ 教育開発センター

4 0 4

マネジメント
必修

ハラスメント研修 2 2 ○ ○ ○ 人事課

高等教育政策論 2 2 ○ ○ ○ 教育開発センター

4 0 4

社会連携 必修 本学の社会連携の取り組み 2 2 ○ ○ ○ 学長室

2 0 2

TOTAL 79 6 85

注１）前任校等において、上記のプログラムと同様のプログラムを受講している場合は、受講を証明する書類及び当該プログラ ムの内容を確認したうえで、
受講を認定します。

注２）上記表「受講推奨年」で、「◎」は必須受講年、「○」は受講推奨年、「△」受講可能だか推奨しない年、「×」は受講不可の年ですのでご注意ください。

「授業デザインワークショップは科目の特性上、1年目の受講を強く奨励します。



Ⅲ． 各種資料
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テニュア・トラックプログラム一覧

資料①－1

区分 教育 選択区分 必修 プログラム名 学生理解

開講年度 毎年度 開講学期 随時 受講推奨年 1～3年目 受講時間数 2

題目 学生理解 (Understanding Students)

キーワード 学生 (Student)、多様性（Diversity）、学生支援（Student Support）

目的 多様化する学生の特徴や課題を理解し、学生に応じた関わり方を身につける。

到達目標

（１）現代の大学生の特徴を理解し、自分の言葉でまとめられるようになる
（２）学生の抱える課題について説明できる
（３）学内の学生支援体制について説明できる
（４）多様な学生に応じた教育活動ができる

研修概要

大学には性別、年齢、国籍、人種、障がいの有無など様々な学生が学んでいる。現代の
学生はどのような特徴や課題を持っているのかを理解する。また、自身が経験してきた大
学生の姿と現代学生の姿の違いを理解する。現代学生との対応事例を通して、学生との関
わり方を講師および参加者間で検討する。また、所属大学における学生支援体制について
も理解する。講義やディスカッションを通して、教員として学生に関わるときの注意点や
コツを身につける。

学習項目

１．大学のユニバーサル化と多様な大学生
２．現代学生の特徴
３．多様化に伴う問題
４．学生支援体制の理解

時間外学習 これまでの経験等を通して、自身の考える現代学生の特徴と課題についてまとめておく

参考書
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テニュア・トラックプログラム一覧

資料①－2

区分 教育 選択区分 必修 プログラム名 授業デザインワークショップ

開講年度 毎年度 開講学期 随時 受講推奨年 1年目 受講時間数 4

題目 授業デザインワークショップ（Course design and Teaching Workshop）

キーワード

アイスブレーキング(icebreaking)、シラバス(syllabus)、到達目標(objectives)、成績評
価(learning assessment)、クラスデザイン(class design)、コースデザイン(course
design)、学習成果(learning outcome)、双方向型授業(interactive lecture)、深い学び・
浅い学び(deep learning・surface learning)、マイクロ・ティーチング
(microteaching)、ワークショップ(workshop)

目的

初めて授業を担当する教員もしくは授業を担当してまもない教員を対象として、授業
を担当するにあたって必要となる基礎的な知識と技術を学ぶことを目的とする。具体的
には、授業の構想・設計・実施・評価に関わる一連の過程をグループ作業として体験し，
参加者相互の話し合いを経てそれに関する能力を身につけることを目的とする。

到達目標

（１）適切な目的・目標設定ができるようになる。
（２）わかりやすいシラバスを書けるようになる。
（３）様々な授業方法を知り、目的・目標にあった方法を選択できるようになる。
（４）様々な成績評価方法を知り、目的・目標にあった方法を選択できるようになる。
（５）学生参加型のグループ作業を、自らの授業で導入することができるようになる。

研修概要

授業を設計するための一連の流れについて，ミニ講義とグループ作業を繰り返しなが
ら学びます（次項目【学習項目】を参照）。授業はワークショップ形式ですすめられ、
最後にはグループで作成したシラバスの一部分（10 分程度）について実際に講義を行い、
受講生を含めフロア参観者とともに共同で討論を行う。
異なる学部の教員が，普段着で肩書きなしの対等な意見交換をすることで，学習効果

をさらに高める。研修自体がグループ学習形式であり，学生参加型授業を体験すること
ができる。7 月開催研修は、2 日間（外部施設において1 泊2 日の宿泊を伴う研修）、9
月開催研修は、3日間（愛媛大学内で宿泊を伴わない研修）で実施される。

学習項目

１． オリエンテーション
２． アイスブレーキング
３． ミニ講義Ⅰ「何が学生の学びを促進するのか？」
４． ミニ講義Ⅱ「コース設計＆クラス設計」
５． ミニ講義Ⅲ「シラバスの書き方」
６． グループワークⅠ「共通教育科目の開発Ⅰ」
７． グループワークⅡ「共通教育科目の開発Ⅱ」
８． ミニ講義Ⅳ「様々な授業方法」
９． グループワークⅢ「共通教育科目の開発Ⅲ」
１０．ミニ講義Ⅴ「学習評価の基本」
１１．中間発表
１２．ミニ講義Ⅳ「クラスデザイン」
１３．グループワークⅣ「共通教育科目の開発Ⅳ」
１４．グループワークⅤ「共通教育科目の開発Ⅴ」
１４．マイクロ・ティーチング
１５．閉会式

時間外学習 ワークショップの事前事後に研修効果を高めるためのアンケートを実施します。

参考書
『愛媛大学FDハンドブックもっと!!授業を良くするために』第一巻
『大学教員のための授業方法とデザイン』（佐藤浩章編、小林直人、野本ひさ、山本久
雄、玉川大学出版、2010年）
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テニュア・トラックプログラム一覧

資料①－3

区分 教育 選択区分 必修 プログラム名 ピアレビュー方式による授業参観

開講年度 毎年度 開講学期 随時 受講推奨年 1～3年目 受講時間数 13

題目 ピアレビュー方式による授業参観（Peer Observation）

キーワード
ピア・オブザベーション（ peer observation）、授業改善 （ instructional

development）

目的
同僚教員と授業を参観し合い、そこでの参観記録を基に授業実施者とやり取りをし

ながら、共同で授業改善に取組む。

到達目標

（１）同僚教員の授業を参観することで、自身の授業へのヒントや改善策を得ること
ができる。

（２）同僚教員の授業を参観することで、授業の良い点、改善点を客観的に説明する
ことができる。

（３）同僚教員を効果的に支援することができる。
（４）同僚からのコメントを客観的に読み取ることができる
（５）同僚と共同で有効な授業の改善策を見出すことができる

研修概要

同じ学部・学科の同僚、もしくは専門が近い同僚と授業参観をし合うことにより、
共同で授業改善策を模索する。授業実施者は参観者と、授業実施前と実施後に面談を
行う。そこでのやり取りをもとに、授業実施者はピアレビュー・シートを書き、提出
する。
授業実施者の都合の良い時期に、実施が可能であるが、授業デザインワークショッ

プ終了後が望ましい。ピアレビュー・シートは教育開発センターに提出する。シート
についてはガルーン上からダウンロードできる。

学習項目

３人１組で実施
①授業実施者と参観者との事前面談（想定時間：60分×３回）
②授業実施・授業参観（90分×３回=270分）
③授業後面談（60分×３回=180分）
④振り返り報告シート作成・提出（90分）
以上で720分（12時間）

時間外学習 事後面談終了後にピアレビュー・シートを執筆し提出する。

参考書 ピアレビューの手引き（ガルーン上でダウンロードできます）

9



テニュア・トラックプログラム一覧

資料①－4

区分 教育 選択区分 必修 プログラム名 授業コンサルテーション

開講年度 毎年度 開講学期 随時 受講推奨年 1～3年目 受講時間数 4

題目 (授業コンサルテーション（Teaching Consultation）

キーワード
(MSF（Midterm Student Feedback）、授業改善（instructional development）、共同
探求型コンサルテーション(collaborative consultation

目的

ミッドターム・スチューデント・フィードバック（MSF）の手法を利用して当該授業の
受講学生から授業に対するコメントを収集し、そのコメントを基にコンサルタン
トとクライアント教員が一対一でやり取りをしながら、共同して授業改善策を模索する
ことを目的とする。

到達目標

（１）学生コメントを客観的に読み取ることができる
（２）学生のコメントを活用にして、コンサルタントと共同で有効な授業の改善策を提

案することができる
（３）事後面談における検討結果や今後の授業方針について、受講学生に対して適切に

フィードバックをすることができる。

研修概要

授業コンサルテーションでは、アメリカワシントン大学で開発されたMSF という手
法を使い、クライアント教員が担当している授業の中間時期（５もしくは６回目頃）に、
コンサルタントが教室に入り、学生から当該授業に対するコメントを聞き出す。この際、
クライアント教員は教室の外で待機して、聞き取りが終了次第、授業を開始する。その
後、学生からのコメントの内容を基に、教員とコンサルタントが共同で改善策を模索す
る。 学生への効用として、「授業に対して関心を持つようになる」「教員に意見を述べ
ることで双方の理解が促進したと考えるようになる」ことが期待できる。随時実施は可
能であるが、授業デザインワークショップ実施後が望ましい（特に授業経験のない教員
の場合）。

学習項目

コンサルテーションの手順
①コンサルタント希望授業の選定（60分）
②コンサルタントとの事前面談（30分）
③コンサルタントとの事後面談（30分）
④学生へのフィードバック内容検討（30分）
⑤学生へのフィードバック（30分）
以上で240分（４時間）

時間外学習
MSF を実施した授業の次の回の授業で、学生コメントの検討結果及び今後の授業方

針についてフィードバックを行う

参考書
愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室（2008）『FD担当者必携マニュアル第3 巻 授
業コンサルテーション』
http://web.opar.ehime-u.ac.jp/publishment_hikkei.htm
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テニュア・トラックプログラム一覧

資料①－5

区分 教育 選択区分 必修 プログラム名 メンターによる授業参観

開講年度 毎年度 開講学期 随時 受講推奨年 1～3年目 受講時間数 4

題目 メンターによる授業参観（classroom observation）

キーワード
メンターによる授業参観（classroom observation）、
授業改善（instructional development）

目的
メンター教員に授業を参観してもらうことにより、自分の授業をよりよくするための
ヒントを得て、教授力を高めることを目指します。

到達目標
（１）メンター教員からのコメントを客観的に読み取ることができる
（２）メンター教員と共同で有効な授業の改善策を見出すことができる

研修概要

メンター教員が授業実施者の授業を参観し、共同で授業改善策を模索する。授業実施者
は参観者と、授業実施前と実施後に面談を行う。そこでのやり取りをもとに授業をより良
くするための改善策等を得る。
授業実施者の都合の良い時期に、実施が可能であるが、授業デザインワークショップ終

了後が望ましい。

学習項目

①メンター教員との事前面談（30分）
②授業実施（90分）
③メンター教員との事後面談（30分）
④振り返り報告シート作成・提出（90分）
以上で240分（4時間）

時間外学習 特になし

参考書 特になし
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テニュア・トラックプログラム一覧

資料①－6

区分 教育 選択区分 必修 プログラム名
ティーチング・ポートフォリオ作成
ワークショップ

開講年度 毎年度 開講学期 随時 受講推奨年 1～3年目 受講時間数 14

題目 ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショップ（ TeachingPortfolio Workshop）

キーワード

ティーチング・ポートフォリオ (Teaching portfolio）、教育理念 (Teaching Philosophy)、
教育の責任 (Teaching Responsibilities)、
教育目的・戦略・方法 (Teaching Objectives、Strategies、Methodologies)、
教育改善 (Teaching Improvement)、教育目標 (Teaching Goals)、エビデンス
（Evidences）、メンタリング (Mentoring)、メンター (Mentor)、メンティー
（Mentee）

目的

授業改善あるいは教育業績評価のための有効なツールとして、近年ティーチング・
ポートフォリオが注目されている。ティーチング・ポートフォリオは「自らの教育活動
について振り返り（自己省察：Reflection）、自らの言葉で記し、多様なエビデンスに
よってこれらの記述を裏付けた教育業績について厳選された記録」である。本ワーク
ショップは、メンターによるメンタリングや参加者との交流を通して、教育の質向上及
び問題解決や日常的な教育改善のためにティーチング・ポートフォリオを作成する。

到達目標

（１）個人の教育活動を振り返り、教育理念を再考することができる。
（２）個人の教育活動を振り返り、教育の責任を整理することができる。
（３）個人の教育活動を振り返り、教育の目的・戦略・方法を整理することができる。
（４）個人の教育活動を振り返り、その成果を整理することができる。
（５）個人の教育活動を振り返り、教育改善の努力を整理することができる
（６）個人の教育活動を振り返り、具体的な課題を明確にすることができる。
（７）個人の教育活動を振り返り、教育の短期・長期目標を設定することができる
（８）自身の教育目的・戦略・方法や教育成果、教育改善の努力を根拠付ける有効な

エビデンスを付すことができる。
（９）メンターとの協力体制のもと、ティーチング・ポートフォリオを作成することが

できる。
（10）参加者との交流を深め、意見交換をすることができる

研修概要

本ワークショップでは、メンターのサポートのもと、個人の教育活動を振り返り、自
身の教育理念、教育目的、戦略、方法、成果や課題を整理・記述するとともに、エビデ
ンスによって裏付けをしていきます。メンターが寄り添い、話し合いを重ねながら自身
のティーチング・ポートフォリオを作成してきます。また参加者同士の交流を行いなが
ら、自身の教育活動を振り返る作業を行います。本研修は、大学評価・学位授与機構の
TPワークショップ規準に準じて実施しています。

学習項目

１.ティーチング・ポートフォリオの意義、活用方法
２.メンタリング（約30分を３回程度実施）
３.ティーチング・ポートフォリオ作成作業
４.ワークショップ参加者との意見交換
５.ティーチング・ポートフォリオ披露
＜ティーチング・ポートフォリオの構成要素＞
教育理念、教育の責任（担当授業科目等）、教育の目的・戦略・方法、教育の成果（授
業評価、学習成果など）、教育改善の努力、教育課題、教育の短期・長期目標、エビデ
ンス等

時間外学習 事前課題として、スタートアップシートの提出を課している。

参考書
栗田佳代子（2007）『大学教育を変える教育業績記録』玉川大学出版部
皆本晃弥（2012）『ティーチング・ポートフォリオ－導入・活用ガイド』近代科学社
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テニュア・トラックプログラム一覧

資料①－7

区分 教育 選択区分 必修 プログラム名
アクティブ・ラーニングを活用した
授業マネジメント

開講年度 毎年度 開講学期 随時 受講推奨年 1～3年目 受講時間数 2

題目
アクティブ・ラーニングを活用した授業マネジメント( Methods for students’ Active-

learning)

キーワード
能動的学修（アクティブ・ラーニング；Active-learning）、双方向性のある授業
（interactive class）、深い学び（deep learning）

目的
学生の能動的な学修を促すために、アクティブ・ラーニングの基本的な考え方について

体験を通して学び、自らの授業に活かすことができることを目的とします。

到達目標

（１）アクティブ・ラーニングが必要な理由を述べることができる。
（２）アクティブ・ラーニングの教育手法のメリット・デメリットを具体的に説明できる。
（３）自ら担当する授業で活用できる（できそうな）アクティブ・ラーニングの教育手法

を列挙することができる。
（４）アクティブ・ラーニングの教育手法を実践することができる。

研修概要

アクティブ・ラーニングの基本的な考え方について学び、学生が授業に能動的に参加で
きるような様々な講義法や教員・学生間の双方向性を高める教育手法について学び、ご自
身の授業で導入できるアクティブ・ラーニングについて一緒に考えていきます。このセミ
ナーの構成自体も、アクティブ・ラーニングの考え方に基づいています。

学習項目

（１）アクティブ・ラーニングとは（10分）
（２）深い学びに関するミニ講義＆ワーク（25分）
（３）多様な教育手法に関する双方向レクチャー（25分）
（４）教育手法を体験する（10分）
（５）追手門学生の特性について（10分）
（６）ラップアップ～学びの振り返り～（10分）

時間外学習 ご自身の授業での実践

参考書 必要があれば担当講師より紹介があります。
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テニュア・トラックプログラム一覧

資料①－8

区分 研究 選択区分 選択 プログラム名 アカデミック・プレゼンテーション

開講年度 毎年度 開講学期 随時 受講推奨年 1～3年目 受講時間数 2

題目
アカデミック・プレゼンテーション（パワーポイント編）（Academic Presentation,

Using PowerPoint）

キーワード
プレゼンテーション（Presentation）、研究成果報告（Result-of-research report）、
Microsoft Office PowerPoint

目的
PowerPoint を用いて効果的な研究発表を行うために、伝わりやすいプレゼンテーション

の方法を身に付ける。

到達目標
（１）プレゼンテーションソフトMicrosoft Office PowerPointの基本操作ができる。
（２）スライドの構成やデザインの改善点を指摘し、修正できる。
（３）学会発表用プレゼンテーションがPowerPointで作成できる。

研修概要
「伝わるプレゼン」をすることで、分かりやすく効果的な研究発表をすることができる。

本研修では、プレゼンテーションソフトMicrosoft Office PowerPoint を用いて、「伝わる
プレゼン」をするために、スライド修正の実践演習を交えながら必要な技術を修得する。

学習項目

１．よいプレゼンテーションの効果
２．伝わるプレゼンテーションとは
３．スライドデザインの基本
４．伝わるスライドデザイン７つのコツ
５．実践演習「スライドの修正」
６．研究発表のコツ
７．パワーポイントの便利技

時間外学習 学会発表等で実践する

参考書 必要があれば担当講師から紹介があります。
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テニュア・トラックプログラム一覧

資料①－9

区分 マネジメント 選択区分 選択 プログラム名 高等教育政策論

開講年度 毎年度 開講学期 随時 受講推奨年 1～3年目 受講時間数 2

題目 高等教育政策論（Higher Education Policy）

キーワード
大学設置基準、大綱化、認証評価、国立大学法人化、大学の使命（Mission of

University）、多様化・個性化（Diversity・Individualization）、大学院教育、教育の質
の保証、COE/GP、FDの義務化、情報公開化、大学改革実行プラン

目的
この研修では、大学を取り巻く様々な政策を理解し、大学改革において必要とされるマ

ネジメント力を発揮できるようになるための基礎を養う。

到達目標
（１）1990年代以降の大学改革について説明出来る。
（２）わが国の大学の特質を説明出来る。
（３）大学を巡る諸環境の変化を説明出来る。

研修概要

大学教育改革の潮流により、大学にもマネジメントという概念が普遍化し、それを遂行
する能力は、学長等の大学運営に携わる教員だけに求められるものではなく、教育・研究
も人を導くと言う観点に立てば全てのポジションの教員に求められる要件となりました。
本研修では、わが国の高等教育政策の枠組みを理解し、わが国の大学の特質を知り、大学
を巡る諸環境の変化やその対応について学びます。

学習項目

1.大学設置基準の大綱化～教育問題
2.大学評価～自己点検・評価→認証評価
3.国立大学の法人化
4.大学・学部等設置の規制緩和
5.学校法人改革・私学行政の整備（大臣の権限拡大）
6.大学の役割の多様化・個性化
7.大学院教育の発展と実質化
8.学士課程教育の充実と教育の質保証
9.競争的資源配分の進行（COE、GP等）
10. FDの義務化（努力義務→実施義務）
11.大学情報公開義務化など（細目の規制強化）
12.大学改革実行プラン（機能の再構築等）

時間外学習 適宜担当講師より指示があります。

参考書 必要があれば担当講師より紹介があります。
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追手門学院大学教育職員テニュア・トラック制度に関する規程

（2016年2月5日制定）

（目的）

第1条 この規程は、教育・研究・マネジメントにバランスの取れた大学教育職員を育成し、追手

門学院大学における、教育・研究の一層の向上と活性化を図ることを目的として導入するテニュ

ア・トラック制度に関し、必要な事項を定める。

（定義）

第2条 この規程において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定めるところによる。

（1）「テニュア」 雇用期間（任期）を付さずに雇用する身分をいう。

（2）「テニュア・トラック制度」 雇用期間の満了までにテニュアの資格取得に係る審査（以下

「テニュア資格審査」という。）を行い、テニュアを付与する（付与されなかった場合は、雇

用期間の満了をもって退職する）制度をいう。

（3）「テニュア・トラック教員」 テニュア・トラック制度により雇用期間を付して雇用された

教員をいう。

（実施体制）

第3条 テニュア・トラック制度に係る基本方針策定、テニュアの付与等に係る審議は、全学教育

職員人事委員会（以下「人事委員会」という。）で行う。

（テニュア・トラック制度の対象者）

第4条 テニュア・トラック制度の対象者は、准教授、講師及び助教の職位で採用される者とする。

ただし、任用期限付専任教員は除くものとする。

（テニュア・トラック教員の任期）

第5条 テニュア・トラック教員の任期は、原則として3年とする。学院が必要と認めた場合は、更

新することができる。ただし、更新する場合の任期は1年とし、通算して5年を超えないものとす

る。

（テニュア・トラックプログラムの受講）

第6条 テニュア・トラック教員は、最初の3年間で、すべてのテニュア・トラックプログラムを受

講し、修了しなければならない。

2 テニュア・トラックプログラムに関して必要な事項は、別に定める。

（テニュア資格審査）

第7条 テニュア資格審査は、テニュア・トラック期間の2年目から4年が経過するまでの期間内に

実施する。

2 テニュア資格審査は、教育職員審査委員会（以下「審査委員会」という。）が行い、その審査

結果に基づき、職位および処遇については、人事委員会が決定する。

3 前項において審査をする際、必ず所属長等の推薦状を必要とする。

4 第2項のテニュア資格審査は、原則として前条に規定するテニュア・トラックプログラム修了者

を対象とする。

5 第2項においてテニュアの付与が承認された場合、承認した年度の翌年度の4月1日にテニュアへ

移行する。

6 テニュア資格審査の結果、テニュアの付与が承認されなかった場合、契約期間の満了をもって

退職とする。

7 テニュア資格審査の結果は、速やかに当該テニュア・トラック教員へ通知するものとする。

資料②

追手門学院大学教育職員テニュア・トラック制度に関する規程
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（給与）

第8条 テニュア・トラック教員の給与は、年俸制とし、追手門学院大学教育職員年俸制給与規程

の定めるところによる。

（退職金）

第9条 テニュア・トラック教員には、退職金を支給しない。

（就業に関する規程の準用）

第10条 テニュア・トラック教員の就業に関する事項については、この規程に定めるものの他、追

手門学院大学就業規則、追手門学院大学教育職員勤務規程及びその他関連規程を準用する。なお、

これらの規程等に定めのない事項については、労働基準法及びその他法令の定めるところによる。

（規程の改廃）

第11条 この規程の改廃は、常任理事会の議を経て行うものとする。

（事務所管）

第12条 この規程に関する事務は、人事課の所管とする。

附則

この規程は、2016年4月1日から施行する。
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